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1. 研究背景と目的
近年，コンピュータの価格低下やインターネットの普

及により，コンピュータを使用する機会は格段に増加し
ている．それに伴い，さまざまな機能を備えたアプリ
ケーションソフトウェアが提供されるようになってきた．
これは一見すべての人に利便性を与えているように見え
るが，実際は多くの人がソフトウェアを使いこなせてい
ない．
近い将来，情報家電が家庭に入ってきた時に，それぞ

れの複雑な操作をひとつの情報集約端末（例えば癒しの
効果を持つペット型ロボットなど）を使って自然言語で
操作できる様なインタフェースの必要性が高まると言え
る．この様なことを踏まえ，本研究では，言語指示で複
数のアプリケーションソフトウェア（本研究においては
MS Word,MS Excel,MS Outlookを対象にする）を操作
するためのインタフェースの開発を目的とする．

2. システム概要

図 1: システム概要

2.1 入力文解析
奈良先端科学技術大学院大学で開発された日本語係り

受け解析器 CaboCha/南瓜 [1] を使って，入力文を形態
素（単語）の列に分解、品詞を見分け解析を行う．これ
を用いてシステムは，「メールを送りたい」という入力文
に対して，述部として「送る」を，目的語として「メー
ル」を抽出する．

2.2 アプリケーションソフトウェアのユースケース
本研究では，アプリケーションソフトウェアコマンド

に直接結び付く操作のユースケースを抽出し, それらは
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システム内では特定の動詞で表現されている．ユーザか
らの入力文中において，それらユースケースを表現する
特定の動詞を発見すると，ユースケースに結び付いたコ
マンドが実行されアプリケーションソフトウェアが操作
される．

2.3 操作対象の候補決定
先行研究 [2] においては，ユースケースを表現する特

定の動詞を含まないユーザからの様々な発話によっても，
アプリケーションソフトウェアを操作可能にするため，
述部に対する類語辞書を導入し，ユーザの発話をユース
ケースに結び付く特定の動詞に柔軟に結び付ける工夫を
行った．
本研究では，複数のアプリケーションソフトウェアを

同時に操作することを目的とするため，ユースケースオ
ントロジーをシステムに持たせる．このユースケースオ
ントロジーには，各ユースケースがどの程度，あるアプ
リケーションソフトウェアに従属している状態であるか
を示すユースケース関連辞書が備わっている．これによ
り，選択されたユースケースに基づき，操作対象となる
アプリケーションソフトウェアをある程度絞り込むこと
ができる．

図 2: Word,Excel,Outlookのユースケースオントロジー

上記オントロジーの抽出には，溝口らによって開発さ
れたAFM（Activity First Method）[3]を考慮して行い，
オントロジーの作成には法造 [4]を用いた．
2.4 操作対象および内容の決定
動詞によって挙げられた複数のユースケースの候補を

ひとつに絞り込むため，本研究では更に名詞関連辞書を
導入した．これは，ある名詞が各アプリケーションソフ
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トウェアにどの程度関連しているかを数値化した値を保
持した辞書で，この数値が高いほどその名詞は各アプリ
ケーションソフトウェアとの関係が強いと判別する．名
詞関連辞書を使って，候補であるユースケースに名詞関
連度を付与し，この値が最大となるものを最終的に操
作対象となるユースケースとする．これにより複数のア
プリケーションの競合は防止され，操作の代替も可能と
なる．

図 3: ドメインオントロジー

例えば「メールを送りたい」という命令を受け取った
場合，システムは「送る」と「メール」に最も関連する
メールエディタ，すなわちOutlookを起動しようとする
が，Outlookはなんらかの理由で起動できない状態とす
る．そこでシステムは代替するアプリケーションソフト
ウェアを探すため，メールの代替となるものを推論し，
「図表入りテキスト」を扱えるエディタを代わりに探す．
そして上位概念であるエディタからサブクラスを探し，
「図表入りテキスト」を扱えるテキストエディタを発見
する．それによりテキストエディタとしての機能を持つ
ものとして，３つのアプリケーションソフトウェアが存
在することがわかる．ここで Outlook は使用不可であ
り，Wordと Excelのどちらを起動するかが問題となる
が，同様に２つにもユースケース関連辞書と名詞関連辞
書を基に従属関連度を付与してやると従属関連度の大小
関係よりOutlookの代替として使用するものはWordに
決定される．

2.5 アプリケーションソフトウェア実行

本システムにおいては，判別されたユースケースを実
際にアプリケーションソフトウェアのコマンドに結び付
けるために JComから Comを利用している．JComと
は，JavaからWindowsの COM （Component Object
Model）を利用できるミドルウェア [5]で，Word，Excel
など既存の COMの機能を Javaから利用できる．また
COMとは，Microsoft社が提唱する部品化されたプログ
ラムを作成・利用するための基盤となる技術仕様である．

3. 処理概要

アプリケーションソフトウェアが立ち上がっていない
状態で，ユーザから「図や絵を入れて招待状を書きたい」
と命令された場合を例に，本システムの処理概要を説明
する．

3.1 状況判断と解析
最初に，どのアプリケーションソフトウェアが起動し

て，どのような状態であるかを把握する．現在は行為を
及ぼす対象が存在していないので，最適と思われるアプ
リケーションソフトウェアを判断し，起動実行すればよ
い．また，形態素解析により動詞「書く」，名詞「図」
「絵」「招待状」を抽出する．各アプリケーションソフト
ウェアとの従属関連度はXword,XexcelXoutlook という変
数で監視する．
3.2 動詞の処理
従属度を持つ動詞に「書く」がなく，行為を及ぼす対象

が存在していないので，ユーザの発話内容オントロジー
を参照し，「書く」は「作成する」のサブカテゴリである
と推論し，「作成する」の従属度を監視変数にそれぞれ加
える．「作成する」はどのアプリケーションソフトウェア
にも等しく従属するので，監視変数はどれも 1.0となる．
Xword=1.0,Xexcel = 1.0, Xoutlook=1.0
3.3 名詞の処理
名詞「図」「絵」「招待状」の関連度を各監視変数に加

える．それぞれの関連度は以下のようになる．

名詞の関連度 Word Excel Outlook
図 0.4 0.6 0.0
絵 0.4 0.3 0.3

招待状 0.6 0.0 0.4

これらを各監視変数に加えた結果，
Xword=1.0+0.4+0.4+0.6=2.4
Xexcel=1.0+0.6+0.3+0.0=1.9
Xoutlook=1.0+0.0+0.3+0.4=1.7
となり，従属関連度の大小関係より，システムはWord
の「作成する」ユースケースからWordを起動し新規文
書を作成する．

4. まとめ
本研究が提案する手法を利用することにより，ユーザ

の命令に対して柔軟な対応が可能になり，ひとつのイン
タフェースで複数のアプリケーションソフトウェアが動
かせるようになった．
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